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1. 授業の概要（ねらい）
　本授業は複数の教員によるチームティーチング及び担当教員引率のもとでの海外教育調査の形態で行う。海外の初
等・中等教育学校の訪問調査を通じて、我が国との比較において授業方法や教育課程の編成を中心とした我が国の今後
の学校教育の在り方についてディスカッションするとともに、その成果を各自の教育課題研究や授業実践に活かすことを
めざす。具体的な授業内容は以下の４点である。
　①今日の海外教育制度と学校教育事情を現地で学び、日本の教育実践の特徴と課題を明らかにす
　　る。
　②英語等での日本の教育と文化に関する授業等を実施し、教育実践や教師文化に関する理解を
　　深める。
　③本授業を通して、国際理解教育、異文化理解、多文化共生に関する基礎的理解を深める。
　④学習成果をまとめ、プレゼンテーションをする能力を高める。

2. 授業の到達目標
《Ａ類学生》
　・訪問国の初等・中等教育について、教育制度や教育実践を中心に理解を深め、自己の授業実践
　　等に活かすことができる。
　・国際理解教育、異文化理解、多文化共生に関する基礎的理解を深めることができる。
《Ｂ類学生》
　・訪問国の初等・中等教育について、教育制度や教育課程、授業実践を中心に理解を深めるとと
　　もに、学校教育の背景にある子ども観や教育観の違い、教育諸問題について検討することが
　　できる。
　・国際理解教育、異文化理解、多文化共生に関する基礎的理解と教材開発の基本を習得する。

3. 成績評価の方法および基準
　学習への取組状況、実地研究後の報告書、プレゼンテーション等を総合して判断する。

4. 教科書・参考文献
教科書
　特にテキストは使用しない。訪問国の学校教育に関する著書・論文を紹介する。

5. 準備学修の内容
　実地研究の事前・事後の学修を行う予定である。それに伴って、具体的な課題を提示する。

6. その他履修上の注意事項
　訪問先の学校の都合や受講者数等によって授業内容を変更する可能性がある。
　学生の募集は15名程度までとする。

7. 授業内容
【第１回】 　オリエンテーション

・海外学校訪問調査のスケジュールを概観し授業計画の全体像を把握するとともに、調査の意義と方法について理
解を深める。

【第２回】 　訪問国の教育制度及び近年の教育動向
・訪問国の教育制度及び教育改革の動向につい、基礎的な知識の習得を図る。

【第３回】 　国際比較の意義と研究の方法
・我が国と海外の学校教育を比較することの意義、視点、手法等について理解する。また、海外学校教育調査に向け
て各自の課題を設定する。

【第４回】 　実地研究（１）
・初等教育学校における教科教育と教科外活動の実際

【第５回】 　実地研究（２）
・初等教育学校における教育課程の編成

【第６回】 　実地研究（３）
・初等教育学校における特別支援教育

【第７回】 　実地研究（４）
・中等教育学校における教科教育と教科外活動の実際

【第８回】 　実地研究（５）
・中等教育学校における教育課程の編成

【第９回】 　実地研究（６）
・中等教育学校における特別支援教育

【第10回】 　実地研究（７）
・教育問題とその対策

【第11回】 　実地研究（８）
・社会教育施設等の調査—図書館、博物館等—

【第12回】 　実地研究（９）
・学校教育の背景としての歴史・文化・風土に関する調査

【第13回】 　実地研究の総括
・各々の課題に即して、海外での学校教育実地研究から得られた学生成果のまとめを作成し、研究成果の定着と発
展を図る。

【第14回】 　実地研究交流報告会の準備
・実地研究のそれぞれの参加者が、各自の学習成果をまとめ、資料化し、報告会に向けて準備をする。

【第15回】 　実地研究交流報告会
・実地研究のそれぞれの参加者が、各自の学習成果のまとめを相互に報告し、研究成果の共有と発展を図る。


